








































































































































































































利用者への ：回答者 2  
 
表2 利用者（患者）への要望（一部） 
カテゴリー 記述内容 
症状などの伝達 ・不明な点があれば、遠慮なく医師や看護
師に聞き、積極的にコミュニケーション
をとってほしい。 
・事前に症状や質問内容等を箇条書きし
ておいて頂けると助かる。 
利用者との関係 
 
・丁寧にサポートするので安心してほし
い。 
・プライバシーは互いに尊重したい。 
病院でのマナー ・待合室での雑談時、なるべく静かにして
ほしい。 
 
Ⅳ. まとめ 
本調査研 奥州市 能
なものとす 対
して質問紙 療
通訳ボラン もに、
療通訳の質 向上に て
いることが う
には、医療従事者側のわか 派
遣制度の周 ど、
者側からの められた。また、
通訳者と のためには専門書の購入や研
究会への参加など経費負担も多く、無報酬で活動することの
難しさも指摘された。他の市町村への拡充を求める声もあっ
た。本医療通訳派遣制度を実施している奥州市および奥州市
国際交流協会には、医療通訳者の声に耳を傾けて、利用者が
安心して医療を受けられる環境を整備する必要があろう。 
 
Ⅴ 今後の具体的な展開 
奥州市医療通訳者派遣制度をより実効性の高いものとす
るためには、医療通訳ボランティアのみならず、今後利用す
る外国人市民にも調査を実施する必要がある。その研究を通
して、外国人市民の視点に立ちながら、奥州市医療通訳者派
遣制度のさらなる充実を図り、外国人市民の生活利便性の向
上を図る。 
 
Ⅵ その他（参考文献・謝辞等） 
お忙しいなか、調査にご協力くださった奥州市医療通訳ボ
ランティアの皆様に心から感謝申し上げる。 
 
 
医療通訳研修会への参加経験（奥州市、奥州市以外）：奥州
市の医療通訳研修会に参加した回数は 4 回以上と回答した
人が最も多く、奥州市以外での医療通訳研修会に参加した経
験のある人も7名いた。対象者の多くは、医療通訳に対する
関心が高く、通訳の質の維持・向上に対する意識の高さもう
かがえた。 
医療通訳以外の通訳研修会への参加経験：医療通訳以外にも
観光や災害時対応などの通訳研修会に参加経験のある人も
少なくなかった。 
 
3．医療通訳ボランティア活動について 
医療通訳経験数： 1回が最も多く14名で半数を超えた。次
いで、5回以上が5名、2回が3名、3回が2名、4回が1名
であった。 
医療通訳として派遣された病院・診療科：岩手県立胆沢病院
が最も多く半数以上のケースを占めた。診療科については、
内科が最も多く、一般成人の対象よりさらに配慮を要する産
婦人科、小児科、救急外来もあった。 
医療通訳での使用言語：英語が最も多く28件、次いで中国
語9件、ベトナム語1件であった。 
依頼者との対面時に工夫したこと：服装、言葉づかい、態度
や表情といった基本的な姿勢が挙げられた。なかでも、態度
については「不安にさせない」「話しやすい雰囲気」など、医
療の場で不安を抱える依頼者の心情に配慮し、信頼と安心を
得る工夫がなされていた。また、通訳としての中立的な立場
について述べられており、信頼に基づく関係性でありながら
も、立場の違いを意識して活動していることがうかがえた。 
医療者側との対面時に工夫したこと：「ゆっくり」「繰り返し」
「よく理解したうえで」「筆記して」といった言葉から、対
象者は正確さや丁寧さに留意していた。 
医療通訳時に気をつけていること：自身の意見や解釈を入れ
ずに依頼者と医療者の発言そのままを通訳する「正確さ」が
挙げられた。また、依頼者および自身のプライバシーの配慮
に対する徹底した姿勢について述べられた。 
医療通訳をしてよかったこと、役立ったこと：依頼者からの
感謝の言葉や安心する様子から、人の役に立ったやりがいを
感じていることが述べられた。また、産科・小児科での幸福
感、自身の健康意識の増進といった、活動を通して得られた
自身にとってプラスな経験が挙げられており、活動に肯定的
に向き合える要素となっていた。 
医療通訳をして難しいと思ったこと、大変だったこと： 
医療専門用語の難しさ、日常会話とは異なる会話の通訳の特
徴が浮き彫りになった。また、責任の重さを感じながら活動
していることが明らかとなった。 
 
4．要望について 
医療従事者（病院側）への要望：回答者からの主な要望を紹
介する（表１）。 
 
表１ 医療従事者（病院側）への要望（一部） 
カテゴリー 記述内容 
丁寧な説明 ・簡単な日本語で、適度に区切って、丁寧
に説明してほしい。 
・説明を通訳し易いように、区切っていた
だくことをお願いする。 
医療通訳制度の周
知 
・医療通訳サービスを提供できることを
外国人患者へ知らせしてほしい。 
 
利用者への要望：回答者からの主な要望を紹介する（表2）。 
 
表2 利用者（患者）への要望（一部） 
カテゴリー 記述内容 
症状などの伝達 ・不明な点があれば、遠慮なく医師や看護
師に聞き、積極的にコミュニケーション
をとってほしい。 
・事前に症状や質問内容等を箇条書きし
ておいて頂けると助かる。 
利用者との関係 
 
・丁寧にサポートするので安心してほし
い。 
・プライバシーは互いに尊重したい。 
病院でのマナー ・待合室での雑談時、なるべく静かにして
ほしい。 
 
Ⅳ. まとめ 
本調査研究では、奥州市の医療通訳者派遣制度を持続可能
なものとすることを目的として、医療通訳ボランティアに対
して質問紙調査を実施した。調査の結果、回答のあった医療
通訳ボランティアは、利用者の心情に配慮するとともに、医
療通訳の質の維持・向上に対する高い意識をもって活動して
いることが明らかになった。円滑かつ十分な医療通訳を行う
には、医療従事者側のわかりやすく丁寧な説明や医療通訳派
遣制度の周知が求められた。病状についての説明など、利用
者側からの積極的なコミュニケーションも求められた。また、
通訳者としてのスキルアップのためには専門書の購入や研
究会への参加など経費負担も多く、無報酬で活動することの
難しさも指摘された。他の市町村への拡充を求める声もあっ
た。本医療通訳派遣制度を実施している奥州市および奥州市
国際交流協会には、医療通訳者の声に耳を傾けて、利用者が
安心して医療を受けられる環境を整備する必要があろう。 
 
Ⅴ 今後の具体的な展開 
奥州市医療通訳者派遣制度をより実効性の高いものとす
るためには、医療通訳ボランティアのみならず、今後利用す
る外国人市民にも調査を実施する必要がある。その研究を通
して、外国人市民の視点に立ちながら、奥州市医療通訳者派
遣制度のさらなる充実を図り、外国人市民の生活利便性の向
上を図る。 
 
Ⅵ その他（参考文献・謝辞等） 
お忙しいなか、調査にご協力くださった奥州市医療通訳ボ
ランティアの皆様に心から感謝申し上げる。 
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